
第１回検討会での議事まとめ

【論点１】 ＜情報＞：住民目線での災害情報のあり方
①事前情報・・・・・危険情報の普及促進

（ハザード、閾値）

②緊急時情報・・・リアルタイム情報共有体制の整備
（光ファイバー網の活用と
エンドユーザーへのリアルタイム情報提供）

③避難情報・・・・・避難情報の共有化
（行政と住民の双方向情報の発信と共有化）

【論点２】 ＜連携＞：地域コミュニティの活性化と連携
①大規模水害情報の出し方のあり方

※情報共有ツール：住民が把握・理解しやすい普及策の検討

（必要情報を共有するシステム化と支援策）

②自治体取り組みの仕組み

※香川型ＤＣＰ検討手法をたたき台とした取り組み方策の検討

③予算制度の活用

※自助・共助に係わる防災事業支援メニューの実施計画の検討

４．具体的に実施すべき対策（今後の方向性）
4.1 適時・的確な避難の実行による被害軽減

4.2 住民、企業等における大規模水害対応力の強化

4.3 公的機関等による応急対応力の強化と重要機能の確保

4.4 氾濫の抑制対策と土地利用誘導による被害軽減

4.5 その他の大規模水害特有の被害事象への対応

５．土器川における適応策の進め方
5.1 幅広い連携による適応策の推進

5.2 実践的な防災訓練の実施と防災計画への反映

5.3 今後に向けて

香川県地域防災計画
（一般対策編）

第１章 総則

第２章 災害予防計画

第３章 災害応急対策計画

第４章 災害復旧計画

＜とりまとめ書（案） 目次構成＞

１．基本的認識

２．土器川における大規模水害時の地域社会への影響
2.1 土器川の流域概要および気候変動傾向

2.2 土器川における氾濫特性

2.3 周辺地域社会への影響

2.4 広域社会への影響

３．土器川における適応策の基本方針
3.1 適応策の基本的な考え方

3.2 目標と戦略

大規模水害対策ワークショップ

（第１回～第３回）

土器川における大規模水災害に適応した対策検討とりまとめ書（案）

地域機能支障

地域機能継続

住民（自助）、地域（共助）、

行政等（公助）の立場を
明確にし、対策分野別に
今後の方向性を整理



香川地域継続計画検討協議会
（事務局：香川大学危機管理研究センター）

大規模水害対策に対する地域継続計画の検討

＜目的＞
①香川地域における地域継続計画（ＤＣＰ）の策定

②各機関・組織における業務継続計画（ＢＣＰ）のＤＣＰ視点か
らの見直し

③ＢＣＰ策定が遅れている機関・組織におけるＢＣＰ策定支援
④四国地震防災基本戦略の推進
⑤大規模風水害等への対応

＜ハザード（被害想定）＞
・南海トラフ巨大地震
・大規模風水害

・「土器川における大規模水災害に適
応した対策検討とりまとめ書（案）

・土器川（中讃地域）ケースタディから
見た香川型ＤＣＰ検討の提案

○○地区防災計画

大規模水害への対応方針
「土器川における大規模水害に適応した
対策検討会とりまとめ書（案）」

地域防災計画への反映方法の検討

防災関係機関の業務継続
計画（ＢＣＰ）の検討
各防災関係機関にてとりまとめ

香川地域における地域継
続計画（ＤＣＰ）の検討
香川地域継続計画検討協議会にて
とりまとめ

○○市
地域防災計画

○○町
地域防災計画

○○市
地域防災計画

協議会において
大規模水害の
反映方法・内容
を検討

ＤＣＰの考え方を
計画に反映

ＤＣＰの
考え方
を計画
に反映

香川県地域防災計画の策定
各市町の地域防災
計画および地区防
災計画へ反映


